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夏合宿の記録                       

中２Ａ  山中 敦統 

 

 

 僕は、平成２８年８月１日（月）から平成２８年８月３日（水）まで、清風学園鉄道研究

部の夏合宿に参加しました。ここに、３日間の経験を記録します。 

 

 

 

１日目 

 今日から、班別行動の合宿が始まりました。朝７時１５分に新大阪駅に集合した後、新幹

線と特急を乗り継ぎ、ようやく銚子電鉄の仲ノ町駅に到着しました。１日目、２日目の車両

工場へは全員で一緒に行動します。 

早速見学が始まりました。ドアの開閉を実際に体験させてもらい、大変貴重な経験となり

ました。また、銚子電鉄についての知識を分かりやすく楽しく、電車内で教えてもらい、そ

の後、景品を賭けたクイズ大会が行われ、残念ながら景品をもらうことはできませんでした

が、見学させてもらうだけでも満足だったので、良き思い出となりました。 

宿泊するホテルでは、同じクラブ員や顧問の先生方と楽しい会話をしながら、とても美味

しいご飯をいただき、楽しい時間を過ごさせてもらいました。そして部屋では、優しい先輩

方と楽しく話させてもらった後、明日に備えて早く寝ました。 

 

 

 

２日目 

 午前中は、部員全員で某私鉄の車両工場を見学させてもらいました。車両工場では、電車

を製造している訳ではなく、我々が普段乗っている電車の安全を守るための整備をしていま

す。たくさんの方々によって、何気なく我々が乗っている電車の安全が保障されていること

を改めて実感しました。実際の運転台に座り、本物の運転士の気分を味わうことができまし

た。連結する瞬間も見させていただきました。また、工場の方に、質問する時間を設けても

らい、気になることを質問できて勉強になり良かったと思います。 

午後からは、斑ごとにそれぞれが計画した内容に沿って行動しました。僕は、同じ班の先

輩方に成田や東京周辺の撮影地に連れて行ってもらい、たくさんの車両を撮ることができま

した。撮影地へは、様々な路線を使いながら移動し、東京の鉄道網の発達さに驚きました。

先輩方のおかげで、大変充実した１日になりました。 

 

 

３日目 

 合宿最終日の今日も、朝から班ごとに移動しました。僕の斑は、八王子市の高尾駅まで行っ

た後、バスで撮影地まで向かいました。バスの中では、各席それぞれに冷房が設置され、す

ごく快適でした。また、東京とは思えない静けさでした。その後、撮影地に着くと直ぐに撮

影を開始しました。まだまだ初心者なので、中々上手く写真を撮れませんが、先輩方の撮ら

れた写真を参考に、自分も上手な写真を撮れるようになりたいと思いました。その日は、雲

ひとつない太陽がギラギラ照りつける日であり、僕は、帽子を東京駅に荷物ごと置いてきて

しまったので、凄く暑苦しかったです。東京駅に着くと、みんなと合流し、大阪へと帰りま

した。以下の写真は、その撮影地で撮ったものです。 
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今回の合宿では、班長の森地先輩、また、森地先輩と共に計画を考えて下さった山口先輩、

同学年の山口くんと藤井くんに同行させてもらい、大変充実した３日間となりました。並び

に、工場見学から合宿の計画までを考えて下さり、私たちの安全を第一に考えて行動してい

ただいた顧問の佐藤先生と吉原先生に感謝の意を示しまして、僕の夏合宿の記録とさせてい

ただきます。 
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三日目の合宿について 
中学２年Ｂ組 原田 翼 

この日、ＪＲ高崎線の大宮駅から一駅向こうの宮原駅に行きました。

宮原駅から歩いて三分ほどの所で撮影をしました。そこは、直線から

カーブになっていて僕達以外にも撮影している人が一人だけいたので

撮影スポットの一つかもしれません。 

そこで、E233.E231.EF210 139.EF65 2063.EH500 74.EH200 7.EH200 15 等

を撮影しました。そして、今回一番撮りたかった 189 系あずさ色の団体

臨時列車（ダイヤ情報にて公表済み）、189 系グレードアップあずさ色の

回送列車（ダイヤ情報未公表）、185 系リバイバルストライブ塗装の団体

臨時列車（ダイヤ情報にて公表済み）、そして 185 系リニューアル塗装

の団体臨時列車（ダイヤ情報にて公表済み）も撮影することが出来まし

た。189 系のグレードアップあずさ色は一度も見たことがなかったので

とてもうれしかったです。しかも、そのグレードアップあずさ色の 189

系が回送表示だったので、撮りがいがありました。というわけで、189 系

はあと国鉄色だけが撮影出来ていません。僕は、特に貨物列車が好きな

ので、EH200．EH500 また石油やガソリンを運ぶタキなどを撮影するこ

とが出来てとてもうれしかったです。あと EF65 の 2000 番台の赤プレ

は、吹田の車両基地で見たことはあるけれども、動いているのは初めて

撮りました。EH500 は前日武蔵野線で赤ホキを引っ張っているのを撮り

逃してしまったので悔しい思いをしましたが、高崎線で撮影することが

出来て本当に良かったです。EF210 は、関西でも撮ることは出来るけれ

ども、ENEOSのタキを引っ張っているのを撮影出来てラッキーでした。

撮影ポイントから帰ってくるその時でした。高崎方面から EF200 のコン

テナ＋紺タキが来ました。でも、その時カメラをカバンの中に入れてし

まっていたので紺タキを撮ることは出来なくて残念でした。 

宮原駅から高崎線と京浜東北線に乗り秋葉原に到着。京浜東北線に

乗っていると新幹線の車庫の奥に貨物の田端の車両基地に EF81 北斗星

塗装が止まっていました。EF81 は、今は定期運行から外れたのでめった

に見ることがなくなってしまったのでうれしかったです。その後御茶ノ

水駅で東京メトロの丸ノ内線の 02 を撮りに行きました。丸ノ内線が少

しだけ地上に出てくるポイントがあるので、そのポイントの橋の上にい

きました。すると、中央線東京方面の線路に East i-E（イーストアイ・

ダッシュイー）の 3＋１両編成が走っていったので慌てて撮影をし、か

なり興奮しました。御茶ノ水駅から帰る間もう一度 East i-E（イースト
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アイ・ダッシュイー）に遭遇。今度は間近で見ることが出来てほんとう

に良かったです。 

 

 今回の２泊３日の合宿では、関西圏では見ることの出来ない車両をた

くさん撮影することが出来て本当に良かったです。関東は、関西と違い

同じ車両の色違いが多いので、もし次関東に行っても同じ車両の撮影は

出来ないかもしれません。なので、今回関東に行くことを企画していた

だいた顧問の先生に感謝です。 
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初めての夏合宿 
           中学二年Ｂ組 藤井 侑也 

 
１日目 

朝、新大阪駅で班ごとに整列し、東京行きののぞみに乗っ

て東京まで行った。久しぶりの新幹線だったので、出発後す

ぐに、鳥飼車両基地を眺めて、東京に向かった。 

東京駅に着くと、今度はしおさいに乗って、銚子に行った。

東京には何回か行ったことがあるが、JR 東日本の特急に乗る

のははじめてだった。 

銚子に着くと、次は銚子電鉄に乗って、仲ノ町駅(仲ノ町工

場)で見学をした。 

銚子電鉄の歴史について学んだり、車掌体験や洗車体験な

どをした。 とても良い経験になったと思った。 

2 日目 

午前中は、某私鉄の車両基地に行った。 

某車両がたくさんいて、来て良かったと思った。 

3 日目 

自由行動では、中央線に乗り、都市部を抜けて、高尾駅か

らバスで数分のところにある撮影地に行った。 

人通りの少ない静かなところだった。しばらく待つと、あ

ずさや 211 系などが走ってきた。撮影を終え、帰ろうとした

時、横をブルーサンダーが走り抜けて行った。もう少し待っ

ていればよかったと思った。 
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僕は、今回の合宿に参加してとても良かった。来年はどこ

に行くか分からないけれど、是非参加したいと思った。 
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都会と田舎 
           中学二年Ｂ組 山口 文太 

 
 八月三日、僕たちの班は東京駅を経由して高尾駅まで向

かった。２３区内ではラッシュの時間帯でとても混雑してい

た。けれども八王子付近ではがら空き状態だった。東京は東

京でも都会と田舎があるのだと思いました。 

 高尾駅からは先輩の後ろについて行きバスに乗り込みま

した。降りるときには貸切状態でした。降りると周りが森に

囲まれていました。 

バス停から歩くこと五分で撮影地に着きました。自然が多

くて空気が綺麗でいいところでした。しかし日差しが強くて

陰に入っていたらいきなり特急がきたりしてあせったりし

ました。 

無事に撮影が終わり、高尾駅まで帰りました。帰りのバス

も同じ運転手でした。 

東京駅までのあいだ疲れが溜まってたのか爆睡でした。 
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今回撮影した特急かいじ 

 

今回の旅行では、工場見学なども加わりより充実した旅行

になったと思います。 
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     関東合宿 行動のまとめ 
              中２－C 山元 敦喜 

１日目 

今回の合宿は、２泊３日の関東行き。初日の８月１日は集合場所の JR 新大阪

からのぞみ２１２号に乗って東京に着きました。新幹線の車内では、車内販売の

アイスクリームを買ったりしてとても盛り上がっていました。さて東京に着いた

僕たち鉄研部員は、東京からしおさい３号に約１時間５０分乗って、ようやく銚

子に着きました。銚子からは仲ノ町工場に見学・車掌体験をさせてもらうために

仲ノ町駅に移動しました。仲ノ町工場では、デハ１００２系や２０００系やデキ

３（本来ならば黒色ですが潮風の影響を受けて塗色しなおしていたそうでした。

だから、普段は見ることのできない灰色のデキ３でした。）を撮影できました。車

掌体験は、すでに引退したデハ１００２系で行えたので良かったです。また、デ

ハ１００２系の洗車はとても迫力がありました。そして仲ノ町工場の見学・車掌

体験を終えた僕たちは仲ノ町駅から銚子にまた戻り、銚子からは宿泊先のホテル

に向かうために JR 成田駅で降りました。駅からは歩いてホテルに行きました。

そして、夕食を食べ，２０：００ごろには寝ました。 

 

 

２日目 

２日目の８月２日の午前中は某私鉄車両基地の見学で、午後からは自由行動と

なっていた。まずは某私鉄車両基地の見学です。今回の見学は、絶対にカメラを

出してはいけなかったのですがたくさんの列車を見れて、よかったです。また、

車両基地で保存されている車両の運転席のボタンなどが動かされるようになっ

ていたので少し車掌になった気分がしました。そして今回の合宿の最後の車両工

場見学が終わり待ちに待った自由行動です。車両工場見学の時は大雨が降ってい

たので撮影できるか心配でしたが、自由行動の時ちょうど雨が止んだので良かっ

たです。僕たちの班は、いろいろな路線が混ざり合う JR 田町駅で撮影しました。

ここで撮影した列車は、１８５系踊り子号や E657 系などを撮りました。１８５

系踊り子号と E６５７系はかぶりそうでしたが何とか撮れたので良かったです。

またその後、時間が余ったので東京駅に新幹線を撮りにいきました。東京駅で新

幹線の入場券を買って新幹線の改札を入って、東京駅では新大阪駅で見ることの

できない E２系、E３系、E４系、E５系、E6 系などを見れたのでうれしかった

です。その後はお土産を買ったり東京駅の駅舎を撮ったりしました。そして、集

合場所に戻って、１日目と同じようにホテルに帰ってゆっくりと寝ました。 

 

 

３日目 

最終日の８月３日は午前中が自由行動で、午後は新幹線に乗って帰るという予

定でした。この日の自由行動は関東地方の超有名撮影地ヒガハス（JR 東大宮駅
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～JR 蓮田駅）に行きました。ヒガハスに行く前に１８９系の団体臨時列車を JR

大宮駅で撮りました。国鉄色ではなかったけれども撮ることができないといわれ

ていたのでとてもうれしかったです。そして、ヒガハスで２時間ぐらい撮影して

東京駅に戻る途中、尾久車両センターでカシオペアや北斗星の客車が車両から見

えたのでびっくりしました。楽しかった関東を後にして、のぞみ２８９号に乗っ

て大阪に帰ってきました。   

EF65 2060 （ヒガハスにて） 
                 
 

 １８５系（JR 田町駅にて）  

 

以上です。  
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鉄道研究部の夏合宿 
中学 2 年 E 組 桜井 洋輔 

 

清風中学に入学して二度目鉄道研究部の夏合宿。 

今年は、“関東の私鉄を回る旅”という題名のもと新幹線で東京に行きまし

た。今年は 2 泊 3 日の行程でした。 

東京に着くと、早速特急しおさい 3 号と銚子電鉄を乗り継いで銚子電鉄の車

両工場の見学に行きました。 

そこでは、銚子電鉄の歴史や駅ごとに募集したもう１つの名前があること、

経営不振を打開するために様々な食べ物を売り出したことなどの様々な事を教

えていただきました。その説明が、とても分かりやすかったです。 

その後、実際に洗車体験を、車両に乗ったままさせてくださったりドアの開

閉や、ワンマン扉の開閉などの車掌体験を、デハ 1002 という車両でするなど

の、様々な事をさせていただきました。 

その後、塗装の落ちたデキ 3 などの車両を撮影しました。 

こうして初日は、終了しました。 

 

２日目は、午前中に某私鉄の、某所にある車両基地の、見学に行きました。

そこは、車両の整備点検をいるところでした。そこでは、昨日の銚子電鉄とは

また違う体験をさせてもらってから、工場の説明や整備点検の順番などを、教

えていただきました。その後、実際の整備点検の様子などを見させていただき

ました。そうして、二日目の午前中は、終わりました。そしてこの日の午後は

今回の合宿では初めての自由行動でした。僕たちの班は、上野東京ラインや山

手線などの路線が通る田町という駅に撮影に行きました。その時時刻表を見る

と、踊り子ひたちが、それぞれ２本ずつ来ることがわかりました。 

その時の写真がこれです。 
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その後東京駅で新幹線を、撮りに行きました。そこには、大阪に居ては、見

ることが出来ない北海道新幹線や、北陸新幹線や東北新幹線などの車両を沢山

見ることが出来ました。その後、宿泊先となっている成田に戻りました。 

こうして２日目が、終わりました。 

 

そして３日目は、大阪に帰るまで自由行動でした。 

朝は予定よりも早く出発しました。そのおかげで京成電鉄の、ブルースカイト

レインを見ることが出来ました。その後、成田空港まで京成でいきました。そし

て成田空港からスカイライナ―で日暮里まで行きました。そこから JR で、大宮

まで行き団体列車として運行していた 189 系を撮って撮影地であるヒガハスへ

行きました。するとそこへＥＦ210 などの貨物が、4 本も来ました。そしてヒガ

ハスを後にして蓮田に向かっていると 205 形の湘南色が来ましたが撮れません

でした。しかし東京に向かっている電車で撮れてよかったです。 
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清風学園・鉄道研究部 2016 年度夏合宿 
                          中 3 E 塩山 敬也 
8 月１日 

朝 4:00 起き、泉ヶ丘 5:25 に乗車、それでも新大阪に着いたのは 6:21。 

つまり自分の家から約 1 時間もかけて着いたことになります。 

それはさておき、この日は銚子電鉄を見学しに銚子へ行き、旧営団地下鉄 2000

形現銚子電鉄デハ 1002 に乗車し、実際に車掌体験、洗車体験をさせてもらいま

した。まさかデハ 1002が動くとは思っていなかったのでよかったです。 

その後デキ 3 の修繕中のところをみせてもらったりもしてとても面白かったで

す。 

8 月 2 日 

この日は、昼から自由行動でしたので、埼京線の 205系を撮影しに行くことに。 

行程としてはとりあえず北与野駅まで行く予定でしたので大宮駅で昼休憩を

とることにしました。 

その大宮駅ではなんと大宮車両所入場と試運転がありました。その試運転の車

両がまさかの 115系の湘南色で、入場が 211系でした。とてもいいサプライズで

した。 

その後 205系を撮影した後、武蔵野線に行くことに。（これも 205系狙い） 

貨物好きの僕にとっては関東で一番本数の多いところなのでとても嬉しいこ

とだったのですがまさかの出会う時には全て電車の中から見る鉄・・・。これほ

どショックなことはなかったです。 

ですが、残り 1 編成しか残っていない埼京線の 205系を撮影出来たのでいいか

なと思いました。 

8 月 3 日   

この日は、朝から自由行動でした。 

この日は、団体列車が 3 本も走るということで高崎線の宮原〜大宮の撮影地へ。 

まず、やってきた団体列車は、189系豊田車 6 両（あずさ色）M50編成 （9833M）。 

（この編成を撮影するのは、今回で 2 回目となります。） 

次に来たのは貨物!!!  今合宿初撮影。EH500- 74牽引のヨ 6097レ（このヨとは

運用中に 1 日またぐということです）。 

次も貨物!!  

EF65- 2063牽引の配 8791レ （コキ 2 両という非常に寂しい編成でした）。 

この次も貨物でした。 

EH200- 7 牽引の 2092レ 

この通過後やっと 2 発目の団体列車がやって来ました。 

185系大宮車 6 両（湘南色）OM03編成（9735M）なんとこの編成シングルアーム

パンタグラフでした。ちょっとショックでした。 

で、次の団体列車まで時間があるので待っていると、遠くから見覚えのあるラ

イトが・・・まさかの 189系豊田車 6 両（リバイバル色）M52編成 回送でした。 



 14 

 

サプライズ登場でびっくりしました。（なので、なぜ回送なのか謎のままです。） 

その後待つこと約 10分後 3 発目の団体列車がやって来ました。 

185系大宮車 8 両（リバイバル色）B2 編成（9727M） 

最後に、EH200- 15 牽引の 2071レを撮影し、いざ帰ろうと片付け始めたときに

なんと EF210- 139牽引の 3093レ石油貨物が通過。なんとか撮影出来ました。 

そして片付けをして駅に向かう道を歩いていると再び貨物が・・・EH200- 18牽引

の 4074レでした。 

これにて撤収し、今度は、御茶ノ水に東京メトロ丸ノ内線 02 系を撮影しに行

きました。到着してから約 10 分、中央線に白と赤の 4 両編成の列車が入線。何

だろう???とよく見るとまさかの Easti - Eでした。しかもマヤ 50 5001付き!!! 中

央線快速の検測だったそうです。最後にいいサプライズ登場でした。 

今回の合宿は、とても楽しくサプライズの多い 3 日間になりました。 

 

最後に一番印象に残った写真を載せます。大宮〜宮原間を通過する 189系です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

189系豊田車 6 両あずさ色 

団体列車（9833M） 
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鉄道研究部夏合宿 
中３－Ｅ  中村 匡孝 

 

8/1、新大阪駅に集合。のぞみ 212号で東京に行った。そのあと、東京駅地下ホームで 10

分程、撮影をし、特急しおさい 3 号で銚子まで行き銚子電鉄の車庫見学をさせていただい

た。ここでは、去年引退したはずの 1002で車掌体験をし、その後、各駅停車で成田駅へ行

きその日の行程はすべて終わった。 

翌日(8/2) 、自由行動では、班別で行動した。快速と山手線を使い成田駅から田町駅へ向

かった。この駅からは東海道本線・京浜東北線・山手線と新幹線を撮ることができた。上野

東京ライン開業のおかげでこの駅からも、E531系や E657系といった常磐線の車両が撮れる

ようになったからよかった。タイミングよく 185系特急踊り子号も 2 本取れた。田町を後に

して、東京駅へ行き、新幹線の入場券を買って東北・上越・北陸新幹線を撮った。普段は見

ない東日本の車両を物珍しく見ているとなんと、はやぶさ(E5）＋こまち(E6)の編成が 2 本

ならんでいた!!! 非常に稀なこの光景をカメラに収め、成田へ帰った。 

最終日(8/3) 、京成成田駅より、成田空港駅へ向かった。検問があるため時間は大丈夫

か、危惧していたが全く問題なく警備員さんも立っていただけで素道りできた。ジュースを

買い、特急京成スカイライナーに乗る。160km/hで快走し、日暮里に 1 時間もかからずに到

着した。遅れ気味の京浜東北線で大宮へ。189系( あずさ色) をホームから撮影し、湘南電車

(E231系) で蓮田駅に行き着いた。TAXIという神の交通手段を使い、あの有名撮影地「ヒガ

ハス」へ行った。ここで 1 時間半ほど、貨物や、成田 Exp.の改造車特急きぬがわ、湘南色

の電車をいっぱい撮った( 雑) 。帰り道、205系( 湘南色) の試運転も撮影した。充実した合宿

であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 16 

 

夏合宿の思い出 

１六 D 寺島倫太朗 

１日目 

まず、新大阪から新幹線で東

京まで行き、特急しおさいで銚

子まで行きました。 

それから銚子電鉄で仲ノ町

まで行きました。 

仲ノ町車庫での車掌体験で

は、実際の電車を利用した体験

でした。 

最後にホテルがある成田ま

で行きました。 

銚子電気鉄道の方々、本当に

ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

２日目 

まず、某私鉄の某車庫を見学

しました。 

そこから自由行動で、京成電

鉄で上野まで行き、東京メトロ

日比谷線で中目黒まで行きま

した。 

次に、東急東横線に乗り、新

丸子、多摩川で撮影し、武蔵小

杉まで行きました。 

それから、成田エクスプレス

で空港第２ビルまで行き、成田

へ戻りました。 

東京の鉄道は、とても複雑で

入り組んでいました。 
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３日目 

まず、成田から大船まで快速

電車に乗り、踊り子を撮影し、

藤沢まで行きました。 

近 く の 踏 切 で ス ー パ ー

ビュー踊り子やマリンエクス

プレス踊り子を撮りました。 

それから江ノ電に乗って鎌

倉まで行きました。 

それから横須賀線で東京ま

で行き、新幹線で新大阪に帰り

ました。 

江ノ電は、海岸沿いを走った

り、路面を走ったりしていまし

た。 

高校生になって初めての合

宿でした。楽しかったです。 

お世話になった方々、ありが

とうございました。 
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             夏合宿レポート 
                     １年六か年Ｅ組山口大智 
１日目  
僕は、合宿初日４時３０分に起きた。なぜかというと始発のＢ快速に乗るため

だ。このＢ快速は、集合場所の新大阪まで乗り継がずに行けるので、楽だった。

集合場所にみんなが集合し、７時３７分ののぞみに乗り込んで、１０時１３分に

は、東京についた。東京についた後、総武地下ホームまで行きしおさいに乗って

銚子まで行った。ここには、前の合宿できたことがあるので何となくしっていた。 

銚子電鉄の工場を見学後、成田まで普通電車で行った。 

 

 ２日目 

この日は、関東の私鉄の中で好きなひとつである某私鉄の工場を、見学した。

僕が１番好きな車両を間近で見れてよかった。見学後、自由行動となった。 

酒々井で降りた後、ＪＲ酒々井まで１ＫＭくらいあったんで、バスに乗ろうと

バス停に行ったら３分前に出てしまっていた。しゃあないのでＪＲ酒々井まで歩

いて行った。 

(酒々井１２時２１分快速久里浜行 １３時４５分位錦糸町着) 

乗車券代を、ケチるために大回りで成田まで向かうことにした。錦糸町につい

た後、総武緩行線で秋葉原へ、そこから京浜東北線で浜松町で降りた。この時間

帯京浜東北線は、快速運転だったので田町には、止まらないのであわてて浜松町

で山手線に乗り、田町へ、行った。もうすぐなくなるだろうＥ２３１系５００番

台をとるため５分位撮影した。そこで、埼京線の２０５系の時刻に間に合わない

ことがわっかたため、急いで大崎まで行き快速で武蔵浦和まで行った。この駅で

緩急接続しているのでここで２０５系の返しをとることにした。この後武蔵野線

で新松戸へ、常磐緩行で我孫子、そこから成田線で成田へ行き２日目が終わった。 

 

３日目 

この日は、予定よりも早く出ることができたので８時１５分の逗子行に乗れた。 

とりあえず、中央特快に乗りたかったので東京にまず向かった。そこから中央線

高尾まで乗り、バスで撮影地まで行った。ちょうど上に中央道があるところでな

かなか良いところだった。(自分で選んだとこ)１時間３０分位撮影した後バスに

乗り高尾で乗り換えて神田でご飯を、食べた後東京へ、そこから新幹線で大阪に

帰った。  
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２１１系０番台            Ｅ２３３系０番台Ｔ編成  
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銚子電気鉄道車両工場見聞録 
1 G 35   
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某私鉄車両工場見聞録 
8 2  
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二日目自由行動 
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三日目自由行動 
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２０１６年夏合宿 レポート 
                 １六 H 木下真志 

 
 今回の夏合宿は、東京で２泊３日の合宿でした。以前までは、合宿の移動手段という

と青春１８きっぷを使って、このきっぷのみで乗れる列車で移動していましたが、今回

は顧問の先生が変わったことにより新幹線での移動となりました。大阪から東京まで１

８きっぷだけで行くと朝出て夕方に着くという感じでしたが、新幹線だとたったの２時

間半で着いてしまいました。やはり、新幹線は早いですね。改めて実感しました。新幹

線は新大阪を７時３８分発だったので、東京に着いたのは１０時１８分でした。この後、

“しおさい”に乗って調子まで行き「銚子電鉄」の仲ノ場工場を見学させていただきま

した。ここでは、洗車体験や車掌体験などの貴重な体験をさせていただきました。 

 次に２日目。２日目は某私鉄の車両基地を見学させていただきました。この車両基地

では様々な車両が保存してありました。さらに、見学だけでなく車内にも入らせていた

だき、乗務員室にも入らせていただきました。普段、なかなか入れないのでとても良い

経験になりました。この後は、班ごとの自由行動でした。僕の班は、いよいよ引退が危

ぶまれている埼京線の２０５系と武蔵野線の２０５系を撮影しに行きました。 

 最後に３日目。３日目は昼過ぎまで自由行動でした。この日は１８５系と１８９系の

臨時があるということで撮影しました。撮影地は大宮の隣の宮原から少し歩いたところ

だったので、移動はそんなに大変ではありませんでした。ここで２時間程撮影している

と、やはり予想だにしないことが起こるもので、１８９系は１本だけのはずが、なんと

２本も来ました。これは情報がなかったので仕方なかったです…。この後は、集合場所

が東京駅ということなので、駅に向かい昼ごはんを食べ、帰りも行きと同様、新幹線で

帰りました。そして新大阪に到着後、解散となりました。 
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 今回の合宿は、見学と自由行動が半分ずつの合宿でした。鉄道会社の見学というのは、

個人ではなかなかできないものであり、そう機会があるものではありません。この経験

を次の見学に生かしていけるようしたいと思います。そして最後になりましたが、今回

の合宿では自分が時間に遅れたり、集合場所を把握できていなかったせいで全員に迷惑

をかけてしまいました。すみませんでした。 
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ḩ ק Ṝ 

                          ͍ Ⅾ組 ╦ ὃ       

 

1 ʺ ›ψ χ͓Ⱳ͍͑ ʻ♆ψϻзϻз ›Ⱳḧτḧτ›μθʻζΰοʺ͓Ⱳ͏͓

χ ḅ χηϙτ Ϥ₅ϭιʻΣϢζʺ͎Ⱳḧ π Ằχׄτ Μθʻζΰοʺ‭Ϥθ͍

͔ Τϣⱳχ Υכּ ϥ͎ τ“ΦʺϞμο θ ẍΰΣήΜτ Ϥ₅Ϛʻζΰοʺ

χ ◓τ Φʺ ◓Τϣ οΜϥ ◓ τ Ϥʺԁׄ χʺ Л χׄτ Μθʺζχ

Ⱳḧ θ̋μθχ╣ ʻ ΜσΙρ◘μοΜθ ή̒οʺ Л πψʺ ◓ χּכᾫϬᾋᶘΰʺ

כּ ᾓϜήδοϜϣμθʻζΰοʺồΜθχΥʺּכ χ ιμθʻˮכּ УжЄΥ μοΜΨ

ρ Υ μοΨϥΤϣṓϬνΪοᴞήΜ ρ˯ӛ χ ΥᾠμοΜθΥ Ϙ̋ήτᾠμθ Ϥιμ

θʻУжЄΥ μοΜΨρʺζάϣ Τϣ ΥΚώϦοΦθʻζϦΥ ᵕϜ ΜθϜχιΤ

ϣʺּכ ψ ΧτσμθʻΩῇτּא Ϭ╖ϣδο Μοʺ Л Ϭῇτΰθʻ ◓τ

ΰʺ π ϒρΰΤΜʺ χ ׄựΨχШГиτ ΰθʻ 

͎ ʺ ʺ ♆ χּכ ṁ ϒ“μθʻϘγʺⱧ χע χ ᴒτ ήϦʺζάπ

Ϭ Ϊ Ῥ̋ Ϭᾋᶘΰθʻ πếΜ֗Υ‭μοΜθΥ כּ̋ ṁ Ϭ ϥ₇τψʺ֗ ψβμ

ΤϤ♁ϭπΜθʻᾋᶘχῇΤϣψʺꜛ ⱲḧρσμθʻϕΤχϙϭσψζϦηϦπᶚΰϭπ

ΜθχιϧΞʻԁ ʺꜛ θκψρΜΞρ⋯⋯ ׄϒ μοʺ ϬↄϘδοʺᵙ ˮϵϯ

Ъ˔Е ˯τ Ϥ₅ϭπʺ‭Ϥθχψʺ ỆπΚϥʻ ỆΤϣʺ╦︣ π ỆΤϣ ׄ

χ ׄϒρ“μθʻ π μοΜϥρʺ╦︣ χ ϞẰכּ χ Υכּ Ψ Ψ

μο“μθʻζχ ψʺṑϥ₇τψ͎ʺ͏͌ϬׇΠοΜθιϧΞʻζΰοʺΣ οχ

Υכּ θʻ ẍˮ Ϥ◓˯πΚϥʻ Ϥ◓ψ ẰׄΤϣʺ ᵤʺӠ ẍ“ϬὊ ΰοʺӠ

ẍᴞ ׄτ“Ψ ẍιʻιΤϣʺ ʺάχ τϜϞμοΨϥʻζϦϬ╖ϧΞρΜΞάρ

ιʻ`Μʺּא τ ϛϥάρΥπΦθʻβϥρʺϜΞԁ Ϥ◓Υ θχιʻˮ ϘαΤʻ˯ ρ

◘Μννʺּא Ϭ╖μοΜθʻζΰοʺ Ằׄτ ϤʺᶆꜛΣ ▀Ϭ μθʻϞψϤϙϭσ

ψ ẰНЗЗπΚϥʻζχῇʺ ḅ χ ὴϬ Μʺ͏͌ ΨϣΜ ḅ χּא Ϭ╖Ϥ

Ϊθʻs ϜκϧϭʺШ˔Эχӱ ψΚμθʻx ήϣτʺᵠ╘ῢϬ οʺḮχ χָׄאϬ╖Ϥτ

“μθʻζχῇψʺϘθʺ ρ Ϭ ϤὋΜπʺ ϒρ μθʻ τ Ψρʺ

᾽ χ ΥΜϣμΰϝμθχπʺԁ ρ αШГиτ βϥάρτσμοΜϥχπʺ

ζάϘπ Μθ β̒ϥρʺ χЮрН˔ψṌτṑμο οΜθχπồΜθʻˮ ᴡπϙϭσάϭ

στψϞΜϭι˂ˁ˯ρ◘μθʻ 
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Ω ʺ͏ ʻάχ ψῂ ρῂῇχ ψꜛ ⱲḧπΚϥʻϘγʺ ׄΤϣʺ

Ἃ ˢ ԁЌ˔ЬЗиˣׄτ“Φʺ Ϭ Ξ ΥσΜχπʺάάπ ΰοʺ͕

Ⱳ͎͐ χІϸϱжϱЗ˔τ ϥʻζΰοʺ ͐͌ ῇʺ ׄτ ΰθʻ Τ

ϣʺ͏ᵕΨϣΜ ϤḊΠΰο ẋϒ“μθʻ ẋπψʺ Ⱳ χ͍͔͕ὉϞᵁכּ ʺ

ẍІЧ˔Єϯṣ τᵓΞάρΥπΦθʻ ẋΤϣψʺ π ׄχ ׄϒρ“μθʻ

τψʺ σ╖ֲІЪАЕΥΚϥρΜΞχπʺЌϼЄ˔πζχ Ϙπӱ ΰʺ͎͏͍

ὉϞỲ ‹ʺ ‹ʺ ẍṣ Ϭּא τ ϛϥάρΥπΦθʻζΰοṑϥ τ͎͌

͑Ὁχ Υ θχπʺּא τ ϛοʺ χׄϘπ Ϥʺ͍͏Ⱳ͎͐ χ ᾖ“τ

μθʻ ֕ϬׇΠθΨϣΜπ οΰϘμθʻζϭσ πʺ π ΰΜ ϞσϭϞΤϭכּ

ϞΚμθϙθΜιΥʺ οΜϥχπʺ ϥ ΥσΜʻ Ằׄτ Μθ πʺ τṞάήϦ

οʺᴡρΤ‭ϤϥάρΥπΦθʻ ʺ ΥṞάΰοΨϦσΤμθϣʺ ᾖϘπ“μο

ΜθπΚϧΞʻ Ằׄπʺ “ ϬΰοΜθ χ ρ ρ› ΰʺ ∫ϒρṑϤϘΰθʻ 
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         鉄道研究部 2016夏合宿         

2六Ａ 二階亮輔  

私たち鉄道研究部は8月1～3日に関東方面へ夏合宿に行った。「千葉県の私鉄」という

テーマのもとで、銚子電気鉄道と某私鉄の車庫見学を行った。ここでは今回の夏合宿の

概要や工程を書き記そうと思う。 

・1日目 

私は朝5時に起床、太陽が昇り明るくなったまだ人気のない道を私は黙々と近鉄長瀬

駅に向かって歩いていた。ＪＲで大阪→新大阪と移動。しかし、新大阪到着は、集合10

分前。ヤバい、間に合うのか。ドアが開いて私は階段をダッシュで駆け上がり、改札を

抜けて新幹線南口改札へ向かった。しかし見当たらない。係員に場所を聞いて何とか集

合5分前に間に合った。だが富士登山で回復していない足の痛みがとてもつらかった。

そしてホームに移動し7時35分発の東京行のぞみに乗車。私にとって初めての東海道新

幹線である。車内ではアイスを食べたりしていた。東京に着いて、地下総武線ホーム

へ。入線してきた特急しおさい3号に乗り込む。私にとっては2回目である。（以前は銚

子～成東で乗車）指定席はかなり乗っていたが自由席は10～15人ほど。グリーン車はな

んと1人！貸切状態ではないか・・・。これが房総特急の現状なのか？銚子から銚子電

鉄で仲ノ町の車庫へ。ここではドア開閉の体験や銚子電鉄の歴史などを紹介していただ

いた。その後、成田線で成田の宿へ。私はボックスシートで外の田園風景や水田に佇む

しらさぎをぼんやりと見つめていた。日が傾く頃に成田駅に着いた。総武本線・成田線

に乗ったので長い移動だった。 

 

・2日目  

この日は某私鉄の車庫見学＆自由行動。車両工場に移動し工場に入る。この後連結作

業や工場内の見学をした。外は土砂降りの雨、激しい雷の音。なんということ

だ・・・。午後からは自由行動。私たちの班は、京成で上野へ。他の班は酒々井で下

車。（後で聞いたところＪＲの撮影をしていたそうだ。）私たちは日比谷線で中目黒へ

移動。このとき時刻は14時。近くの吉野家で昼食。そして東急東横線で武蔵小杉へ。車

両がきれいで他社線も乗り入れているのでバラエティー豊かな路線だった。ここからい

よいよ私が楽しみにしていた成田エクスプレスだ。テンションが上がっていた（私だ

け）15時30分頃、ついに入線！白をベースにして先頭の黒と、側面の赤の輝き、そして

ＮＥＸと飛行機のロゴが超かっこよかった１１車内は揺れが少ないのでとても快適、さ

らにグリーン車は革張りでトイレもすごく広い！とにかく最高だった。ゆったりしてい
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るうちに空港第2ビルに到着。下車後、折り返して成田駅に戻ってきた。私は大満足

だった。 

・3日目 

最終日、私たちはもう一つの班と共に大船行の快速に乗る。その班は東京で降りた。

大船に着き、ここで入線してきた特急踊り子を撮影。しかし・・・ブレた。最悪だ。東

海道線で藤沢へ。海水浴客で大混雑だった。駅から近い踏切付近で撮影。しかし何より

も猛暑がキツかった。暑さに耐えながらもスーパービュ＝踊り子やマリンエクスプレス

踊り子などが撮れた。しかし貨物は1本も来ず・・・。  

ここから江ノ電で鎌倉に向かう。海岸沿いを走り30分ほどで鎌倉、さらに乗り換えて

東京に。集合場所で全員が合流。新幹線に乗り約2時間30分、18時前に新大阪に帰って

きた。ここで解散。高2の私にとって最後の合宿だったが、有意義かつ楽しい、思い出

に残るものだった。 
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～関東圏旅行記～ 
                                                    高2六 I 尾原 柊 
 

 私は、今回の合宿参加が初めてだ。それと同時にこの参加が最後になるであろう。今

回から、合宿は鉄道会社見学を主体にするということで面白そうだと思った。 ただ恥

ずかしながら、関東圏の鉄道は殆ど知識がない(無様な部長の姿である）。ということ

で、こんな自分でも楽しいと思えた合宿について一日目と二日目に限定してではある

が、『ほぼ素人目線』でお伝えしよう。 
 

 8/1 -合宿一日目 
 曇り空に見舞われながらも午前中は関東へ移動し、午後は銚子電鉄の見学に

向かう。銚子電鉄は、銚子～外川間6.4km を結ぶローカル線だ。銚子電鉄で使用

されている車両は、様々な車両を譲り受けたものだ。同社が所有するデキ3形

は、1922年にドイツで製造された電気機関車で古さ故に人気な車両だ。銚子電

鉄の代名詞といえば、『ぬれ煎餅』である。『ぬれ煎餅』はただのお菓子ではな

い。銚子電鉄の赤字を支える大事な経営資源になっているのだ。鉄道事業より

多くの資本をうむ救世主なのだ。 

 

 我々を出迎えたのは元営団地下鉄の車両、デハ1002だ。デハ1002を使用して

車掌体験を行う。車掌体験とは具体的に言うと、外の安全を確認しながらドア

扱いを行うのだ。一見簡単だが現場の車掌さんたちは責任の伴う行動だな、な

どという将来鉄道マンになりたい自分の考えはおいておいて、実際に体験して

みた。ドア扱いはスイッチ一つで行うだけあって楽しい。「駆け込み乗車おやめ

ください！」などと言いながら再開閉をしている部員もいた。関西ではよく見

る光景だが、銚子電鉄の広報担当の方曰くそもそも駆け込み乗車をする人がい

ないから再開閉をする必要がないらしい。確かにその通りかもしれない。 

  
 また銚子電鉄仲ノ町車庫にはお化けが乗った列車が駐留しています。また、

デキ３も仲ノ町車庫に駐留されており、150円で見学可能です。千葉方面に用事

がある方は、銚子電鉄を是非お尋ねください。銚子電鉄仲ノ町車庫へは、銚子

駅で JR 東日本総武本線からのお乗り換えが便利です。ありがとうございまし

た。(突然の宣伝） 

  

 8/2-合宿二日目 

 二日目の午前中は、某私鉄車両基地の見学だった。詳細は記述しない。 

 

 午後は、班別行動だった。自分の班は上野まで移動する。この日の天気は大
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荒れで、列車は約10分の遅れで運行していた。上野に到着し、お腹が空いた

我々は飲食店を探すも、4人で入れる場所が見当たらない。どこの店も混んでい

たので予定を変更。東京メトロ日比谷線で中目黒に向かう。中目黒で牛丼屋を

発見、食事をとる（さすが大型チェーン店）。 

 中目黒に向かった理由は、僕が唯一乗りたいと言った東急東横線に乗るため

だ。東急線といえば、2013年に東急線渋谷駅の駅舎が地上から地下に移ったこ

とで話題になったが、東急東横線のすごいところはそんなことではない。東武

線、西武線、東京メトロ副都心線、横浜高速みなとみらい線の5社相互乗り入れ

で有名だ。つまり、これに乗ってしまえば所沢にも渋谷にも横浜にも行けてし

まう万能路線なのだ！これはすごい。 

（実際は、副都心線10000系の特急運用が見たかっただけ） 

 我々は、新丸子駅で降車し撮影する。ここで問題が発生した。新丸子駅には

ホームドアが設置されているのだ。鉄道ファンからすると邪魔だが、社会的に

見れば駅に必要な装備であるので仕方がない。それを我慢しつつ撮影している

と、今度はとんでもない事が起きた。新丸子駅に停車する列車がオーバーラン

してしまったのだ（撮影は忘れた）。ホームドアがなければ許容範囲だった。運

転士にしても邪魔な存在なのかもしれない。 

 我々は、多摩川駅に移動する。多摩川駅の良いところは、多摩川-新丸子間は

カーブがあり、あまりスピードが出ないところだ。これは撮影しやすい。もち

ろん、撮影者に腕があればの話だが。  

 

 その後、我々は武蔵小杉駅から JR に乗り換え、成田空港まで移動する。部員

参謀の二階氏が成田エクスプレスに乗りたいというので仕方なく。乗車券込み
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で3560円かかるなんて馬鹿げている、これは乗る前までの感想だ。いざ乗って

みると成田エクスプレスのシートは最高だ。正直ヤバい。上品、上質な仕上が

りで、情報装置では、空港の情報などが表示されている。結局成田空港駅では

降りず、一つ手前の成田第2ビルで降車。成田第2ビル駅は、単線構造なのに、

向かい側にホームがあって線路がある。何かなと思っていたらそこには青い特

急が来る。そう、京成線のホームがあるのだ。JR が単線なのに私鉄が複線なの

は違和感がある。その後、我々は E217系に乗り、成田駅に戻った。 

 

 三日目に関しては、JR 東日本は E231・E233だらけで、江の島電鉄はよく分からない

ので、感想は書かないことにした。唯一言うことがあるとしたら、江ノ島電鉄から見る

湘南の海は非常に美しい。ドラマなどでよく見る光景は CG ではないのだなとはっきり

と思った(観光客並みの感想)。 

 だが、関東圏で数日過ごしてみて、私には関東は合わないなと思った。昼間の食事に

ありつくのもやっとだし、普通列車も客が多すぎる。駅は人が多いし乗り換えも複雑

だ。関西で例えるなら、大阪難波駅のような混雑だ。これは耐えられない。やはり関西

が一番だ。 

 そう、これが人混みが大嫌いな醜い部長の姿だ。 

 

 

                                          
-END- 
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最後の夏合宿  
高校 2 年理数科 B 組 森地拓海 

[7:37 発 のぞみ 212 号 東京行 N700A 編成不明] 

窓際の席を取ったのでのんびり車窓を…と行きたかったのだが熱海以降の記憶がない…..

あっ… 車内販売ではアイスコーヒーを購入。 

 

[4003M10:43 発 しおさい 3 号 銚子行 E255 系] 

総武快速線ホームと京葉線、武蔵野線ホームはやけに離れているのが気になる東京駅。10

時頃だが関西の朝ラッシュみたいな、おぞましい人の数だから人酔いしそうであった。さて

千葉までは総武線の E231 の 6 ダァ車と新小岩に留置されている大量のホキを見ながら過ご

したがここからは景色が一変。佐倉で成田線に別れを告げると、単線に田んぼが広がってい

た。E255 系は登場から 20 年以上経っているものの、VVVF インバータを唸らせながら快適

な走りをしていた。二時間弱で銚子に到着。 

 

[銚子電鉄 13:05 発 外川行 3000 形] 

伊予電鉄 700 系らしい…。京王製かと思っていた。片扉 3 ダァ車、車体は上から水色、白

ライン、青という澪づくしカラー。一駅先の仲ノ町駅で下車。 

 

ここからは銚子電鉄の車両基地見学だ。2000 形が二編成、デハ 1002、そしてデキ 3 が留

置されていた。デハ 1002 の中で銚子電鉄の概要説明や洗車体験、車掌体験などを行った。

特に車掌体験ではデハ 1002 の運転席に座り、ワンマンの扉取り扱いを体験できた。人生で

もう 2 度と体験できないのではないか？デキ 3 は現在補修中で車庫内にいるだけで走りはし

なかった。しょうがないね。 

 

[14:43 発 銚子行 3000 形] 

1 駅の間隔が 2 分ほどなのですぐ着いてしまった。もう少しこの回転音を聞きたかった。 

 

[454M 15:08 発 成田線経由千葉行 209 系] 

最後尾の車両を取ったのでボックスシートをゲット。1 駅 1 駅進んでも田園風景は変わらず

私たちは学校の話で大盛り上がり、1 時間半はあっという間であった。 

 

 

 

 

さて２日目は某私鉄の車両工場見学と自由行動だ。 

 

車両工場では○○形と○○形が見ることができたらいいなと思っていたがタイミングが良

かったのかどちらとも留置されていた。○○形の VVVF インバータは GTO から IGBT に変

わっていたのを車体の下から見ることができた。○○形は洗車中で、ホースから出た水が車

体に滴りきれいであった。一通り工場内歩いていると交換用のパンダが置いてあるスペース

があった。ひし形のパンダは残り 1 つしかなく、工場の人曰く、もうシングルアームパンダ

に統一するとのこと。某私鉄に限らず JR や各種私鉄の新型車両はほとんどがシングルアー

ムパンダなので、パンダグラフも世代交代なのか、と感じた。 

2 時間ほどで見学は終わった。 

 

[列番不明 特急 上野行 3000 形] 
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私の好きな 3000 形なのでラッキーであった。しかし雨で遅れており、本来なら酒々井ま

で 3 分ほどであるのだが徐行運転のため倍の時間がかかってしまった… 

京成酒々井駅から 700m のところに JR の酒々井駅があるのでそこまで徒歩。途中でご飯

休憩。 

 

[4140F 快速 東京行 E217 系] 

ここからは JR 線である。E217 系は 10 両編成と 15 両編成があり、どちらが来るかで混

み具合が大きく変わるが 15 両だったのでセーフ 

途中錦糸町で総武快速線から総武線に乗り換え、秋葉原まで乗車。秋葉原から京浜東北線

快速で田町で下車。山手線の E231 系は順次 E235 系置き換えられていくので数本撮影。左

に大きなカーブなので長編成でもすっぽり納まる。山手線で大崎駅まで乗車。 

 

[列番不明 埼京線快速 大宮行 E233 系] 

大崎からは埼京線に乗り換えである。お目当てはもち

ろん 205 系、ハエ 28 だ。ほんと、いつこの編成が無く

なるのか謎だ。本来の予定では十条で撮る予定であった

が、時間に余裕が 

できたので武蔵浦和駅まで行ってみることに。待つこと

数分、大宮発のハエ 28 が入線してきた。面縦で納める

ことに。 

 今回の合宿は工場見学がメインであったが、新たな

発見が多く見つかった。去年は先輩に連いていく身

だったが今年は班長として行程を考えるのが大変

だった。それも含めて予定を立てていく上でどのよう

にして回ればより多くの時間を撮影にまわせるか、体

に負担がかからないか、などに加え工場で見た営業運

転とは違う姿の車両から見た「発見」があった。これ

が最後の合宿と思うと悲しいが、また個人旅行で味

わってみたい。 
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第一こだまレポート 

                  高２ 理数Ａ組 平賀 龍哉 

 

 8 月 1 日は、のぞみ 212 号で東京へ、東京から銚子まではしおさい 3 号に乗車

した。銚子からは、車庫見学を行う車庫に隣接する仲ノ町駅まで銚子電鉄に乗車。

乗車時間は、ほんの数分で 1 駅だったので正直歩いたほうが近かったのでは？と

思った。また、仲ノ町駅に到着する直前には車掌さんが「清風高校の方々はここ

でお降りください」という珍放送をしていただいたが、さすがにこれには非常に

驚いた。銚子電鉄の車庫は非常に小さく、線路が 3 本と奥にデキ３と呼ばれる電

気機関車をしまうだけの小さな倉庫があるだけであった。そんな車庫へたどり着

いた自分たちを待っていたのは、2015 年 1 月に引退した元東京地下鉄丸ノ内線

の車両のデハ 1000 系という車両だった。私たちは、その中に入りまずは車掌体

験を行った。体験したこととは、車両のドアの開閉作業である。部員全員が大興

奮であったが、特に興奮していたのは顧問の吉原氏であったと思う。次に行った

のは、洗車体験である。これはこの引退した車両に乗車して、車内からこの車両

が洗車されていくという光景を見るという、通常ではできない体験をすることが

出来、私は非常に感動しました。いざ洗車してみると、車両が老朽化しすぎてい

て洗車の際の水が窓やドアから流れ込むし、洗車機のブラシの部分に先頭部分が

入った途端に閉めていたはずの乗務員扉がすごい勢いで開くなどというハプニ

ングがありました。そういった体験やクイズ大会、撮影会を行った後に私たちは

再び銚子へと戻り、銚子から成田線経由で成田へと向かい宿泊するホテルへと向

かいました。そして合宿の 1 日目が終了しました。 

 ２日は、朝から某私鉄の車両基地へ向かいました。まず車両基地では、列車同

士の連結の光景というのを見せていただいた。連結する光景を地面の高さから見

るだけでも初めてであったのに、連結した車両をジャンパでつながる工程を見る

ことが出来た。次に、工場内部を見学したが規模からいって前回見学した南海の

千代田工場より規模が大きく感じられた。この工場では車両の整備を自動車の整

備のように１つの流れでできるようになっており、これは某私鉄が関西の某私鉄

を参考にして行ったことなのだという。このようなところに関西とのつながりが

あり驚いた。工場見学の中を見たのちは、外に展示してある保存車両を見せてい

ただいた。昔の某車両が保存されていたのだが、これにも顧問吉原先生が大興奮

だった。何かしらの説明を熱弁していたがよくわからなかった・・・。工場見学

の後は、自由行動で我班は総武、横須賀線で新橋、京浜東北線で田町駅へと向かっ

た。ここでの私の目的は、関東では数少ない国鉄特急車両の１８５系踊り子号を

撮影することであった。結果として、撮影した２本ともが国鉄時代からある緑の

ストライプの塗装であったので大満足であった。その後は京浜東北線に乗車して、

東京駅へ向かった。東京駅ではお土産購入後に新幹線の入場券を購入し、新幹線

を撮影。また、駅の外に出て丸の内駅屋を撮影した。その後は、総武快速線に乗

車し成田へと戻った。これにて２日目は終了した。 

 ３日は、朝から自由行動であった。成田空港から日暮里までスカイライナー
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に乗車する予定であったので、顧問吉原氏と共に京成電鉄に再び乗車。吉原氏

は部京急電鉄のブルーライナーが来ないとホームで言いまくっていたが、私た

ちは顧問と成田空港第２ビルで別れ、成田空港へ向かった。成田空港でスカイ

ライナーの乗車券を購入し、日暮里まで 36 分の特急での旅を楽しんだ。スカイ

ライナーは 160 ㎞/s で走行するので、36 分なんてあっという間である。寝るこ

とも出来ぬままに日暮里に到着した後は、京浜東北線に乗車し赤羽で東北本線

に乗り換え、大宮駅へと向かった。大宮駅でも私のしたいことがあった。それ

は国鉄型特急電車 189 系を撮影することであった。運のいいことにこの日に団

体臨時列車があったのである。大宮に到着したのは列車入線の数分前でぎりぎ

りではあったが撮影することが出来た。本当は 189 系は国鉄色できてほしかっ

たのだが、この日は水色と薄い紫のあずさ色だった。この車両は先頭に国鉄特

急ならあるはずの国鉄マークが入っていないのである。欲張りすぎてもいけな

いので本来の目的地である有名撮影地ヒガハスへと向かうため東北本線に乗車

した。ヒガハスの最寄りの蓮田駅に到着したのち、タクシーに乗り撮影地へと

向かった。ここでも私の撮影したいものがあった。それは EH500 牽引の貨物で

ある。関西では、EH500 などという 2 連の 8 軸の車両は見ることがないのでぜ

ひとも記録しておきたかったのだ。その EH500 も 2 本中どちらも撮影できたの

で大いに満足でした。さらに片方がタキ牽引というこれも私が撮影したかった

列車の 1 つであり非常にうれしかった。撮影終了後は、蓮田より東北本線、上

野東京ライン経由で東京駅へと戻り、ほかの人たちと合流した。そして、のぞ

み 289 号に乗車して新大阪へと帰還した。こうして、3 日目と鉄道研究部の合

宿は幕を閉じたのである。 
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南海千代田工場見学について 
中学１年Ｈ組 杉本 大悟 

 僕は、この工場見学に行く前、すごく楽しみにしていました。今まで、小学

校の頃に、鉄道フェスティバルなどで、車両工場には行ったことがありました

が、中には入れず、外で見ているだけでした。その頃、僕は、「中はどの様に

なっているのか？」という疑問を持っていました。 

そこで今回、初めて、工場内に入ることとなり、とても嬉しく、ドキドキし

ていました。 

工場に入ると、案内係の方に１名付いていただき、見学が始まりました。 

まず最初に列車の台車と、車体を修理している所を見ました。いつも僕たち

が乗っている電車とは、見える角度や迫力が違い、全くの別物であると感じま

した。また、運転を体験できる運転台装置を用意してもらっていて、レバーを

握って運転を体験することができました。いつもは運転士の方が運転している

ところを、外からしか見れませんが、今回は運転席から中の様子やとても複雑

な仕組みを見て、理解することができました。その後は、普段一般の方が入れ

ないという重要な、とても細かい部品がたくさん保管されている場所に案内を

してもらいました。その部品の一つ一つは本当に細かいものなのですが、説明

をしていただくと、その一つ一つがとても大事で、僕は「この中の部品の一つ

でもかけてしまうと電車は走ることが出来ないんだ・・・。」ととても心に残

りました。 

その後、特急列車「ラピート」の修理風景・車輪を磨く工程の見学や、案内

係の方の質問タイムなど、どれをとっても普段体験ができないことばかりでと

ても嬉しかったです。 

南海電鉄の案内係の方や、お仕事をされている従業員の方々も、とても親切

に対応していただき、すごく仕事に熱心に取り組まれていました。 

今回の工場見学を通じて、毎日の僕達の生活では、当たり前の様に、ダイヤ

通り正確に列車が走っていますが、実は鉄道会社の従業員の方が、日々頑張っ

て、車両を整備するなどの仕事をしていただいているからだと改めて感じるこ

とができ、勉強になりました。 

そして、また更に鉄道のことが好きになりました。 
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千代田工場に行って 

中学 1 年 H 組 26 番  時信 明生 

 

2016 年 7 月 11 日に千代田工場に行きました。千代田工場は、南海電鉄の車両を点検して

いると話していました。車両の点検のことで、l 日目に台車抜きをやり 6 日目に車輪を取り

替えや主電動機手入や台車手入などします。11 日目には台車入れをやり l4 曰目には試運転

をするということを初めて知りました。700 車両を受け持っていてすごいなと思いました。

毎日機械が動いていてすごいなと思いました。ガイドがついて工場の内を、回りました。カ

メラで写真をたくさんとりました。まず車体だけの電車を見に行きました。いつも見れない

車体の下が、見れて嬉しかったです。次に運転台だけの電車の運転ができて嬉しかったです。

エンジンの回る音がとても大きかったです。次に電車の連結部分を見に行きました。ホース

と金属の部分が、二つがそろうと連結できると話していました。次に 50000 系ラピートの完

成していないものを見に行きました。先頭車両は青ではなくて、黒だったので、驚きました。

車輪だけおいてあるところはガイドが、傷がついたらけずってもけずられなくなったら使用

できないことや、ぼこぼこになったら削ることに厳しいなと思いました。制御器の操作は難

しいのに正確に行えることにすごかったです。作業員全員が慎重に行っているのが、素晴ら

しいと思いました。部品の種類が一万個ぐらいありねじが、千個以上あることがびっくりし

ました。工場見学は楽しかったのでまた二学期も行きたいです。 
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南海工場見学レポート 
中学 1 年Ｈ組  丸田真也 

工場に着くと工場の方に、内部の説明をしていただきました。 

その後、工場内部に案内していただきましたが、東京ドームより大きいらしいので、     

目がくらみそうなくらい広かったです。 

中に入ると車体から小さな部品まで、さまざまなものがありました。その中でもひときわ

目立っていたのが、宙に浮いている車体です。どんな状態かというと、電車の車輪がなく、     

下から棒で支えられている状態でした。そこでは、作業員の方達が電車の下に入ったり、     

ブレーキが正常に動くかを確認していました。 

 その次に案内していただいたのは、マスコン、ブレーキの内部を、動かしながら見れる場

所です。実際に動かしてみると、大きな音を立てて豪快に動いていくので、とても楽しく、

もう一度やってみたくなりました。その後、上の階で色々な部品を、説明していただきまし

た。 

 そしてまた下の階に戻るとそこでは、特急ラピートが、止まっていて、改造の真っ最中で

した。ちなみに、改造には数か月かかるそうです。今までには、普通列車が、改造されて「天

空」という観光列車にもなっています。最後に電車のモーター、車輪などの、普段はあまり

見えないところの部品を見せてもらい、工場見学は終了しました。 

 最後まで工場の案内をしてくださった方々には本当に感謝しています。整備士の方々が苦

労しているのをみると、電車が走るのがどんなに大変なことかが良くわかりました。     

そして整備士の方々には、これからもしっかりと、整備をしてもらいたいです。 
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南海電鉄千代田工場を見学して            中２Ａ 山中 敦統 

 

 

  先日、清風学園鉄道研究部で、南海電鉄千代田工場を見学させて頂きました。 

その中で、良かったことは以下の４つでした。 

 

１. 塗装変更中の特急「ラピート」の車両の運転席体験をしたこと。 

２. 車輪が切り離されている車体を見たこと。 

３. 試運転車両が動く瞬間を見たこと。 

４. 手動でポイントを切り替えさせてもらったこと。              

 それぞれが、とても有意義なものでした。 

 

 
 

また、南海電鉄の方には、その他にたくさんのことを教えて頂いたので、そのことをまと

めたいと思います。 

 

千代田工場では、総計約１５０人の方が働いています。全員が車両設備をしているのでは

なく、どの車両から手がけるかの計画を立てている人もいれば、関連会社の人も含まれてい

ます。 

僕が聞いた話の中で考えさせられたことは、線路内に人や動物が乱入してきた時のことで、

そのような時は、もちろん運転手は衝突を回避するため、非常ブレーキを使用します。しか

し、そう簡単には止まれません。車が急に停車しようとしても、止まれないのと同じなので

すが、電車だと車よりも規模が大きいので、非常ブレーキをかけてから３００メートルは前

に出てしてしまうそうです。その間、運転手は何もできないので、人、または動物の命が助

かることを祈ることしかできません。中には、「非常ブレーキなのだから、すぐに止まれるの
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ではないか」と勝手な偏見を持ち、インターネットなどで、鉄道会社を責め立てる人もいる

そうです。僕が鉄道会社側だったら、「乗っている方の命も守らなければならないし、大きさ

的にもすぐには止まれないじゃないか」と思ってしまいそうです。 

そして、最も印象に残ったのは、塗装の機械についてです。車両を塗装する際、なかなか

着色せず、ほとんどの塗料が無駄になってしまうそうです。そこで、南海鉄道では、我々が

普段から身近にある原理を利用して、大幅な経費の削減に成功したそうです。さて、それは

いったいなんでしょう？ 

 

 その答えは「静電気」です。静電気で経費の削減？どういうことだ？ ええ、今から書き

ますね。これを読んで頂いているみなさん（大人の方も子供のときに必ずやっていると思い

ますが）は、下敷きをこすって髪の毛を引っ付けたりしたりしませんでしたか？南海鉄道は、

それを応用して、車両に微量の電気を流して、塗料が車両に引っ付くようにして、無駄を省

いているそうです。 

 

南海鉄道は、このように少しでも環境を壊さないようにしながら、南大阪の主力鉄道とし

て、乗客の安全と時間に遅れが生じないようにと最善を尽くしながら、今日も我々を目的地

へと運んでいます。 

僕は、そんな南海鉄道の方々は素晴らしいお仕事をされていらっしゃるな、と思いました。

機会があれば、また、見学させて頂きたいです。どうも有難うございました。 
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南海千代田工場の見学について 

中学 2 年 B 組 原田 翼 

 僕たちが一番最初に案内して頂いたのは、南海千代田工場の中心と

もいえる車両工場の中に入れて頂くことが出来ました。そこには、7

両ほどの車両が点検などの理由で入っていました。その中の 6910 系

の車内に入れてもらうことが出来、そこには、いつも座っているはず

の椅子が取り外された状態になっていました。その 6910 系の運転台

の所に入ることが出来て、とてもいい経験になりました。その後、7100

系のＶＭＣ型主制御器が内部が見えるように置いてありました。また、

そのＶＭＣ型主制御器が動き、いつも車両の下から聞こえる音を間近

に聞くことが出来て、とても感動しました。そして、少し歩いている

と、たまたま 6352 系が救援表示になっていて、かっこいいなと思い

ました。その後、ラピートを手入れしているところに行きました。そ

のラピートは手入れ前は、なんと「スター・ウォーズ/フォースの覚醒」

だった第５編成(50505 編成)でした。その第５編成は、このラッピン

グ前は、「Peach×ラピート ハッピーライナー」としてはしっていま

した。そのラピート第５編成の運転台の所に入ることが出来ました。

ラピートから降りる時に、案内をしていただいた方に ATS を見させ

て貰うことが出来ました。あまりにも貴重な体験をすることが出来、

感動しました。その後 7158 系の試運転の入場も見ることが出来て、

いい体験になったなと思いました。 
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 南海千代田工場 
            中学 2 年Ｂ組 藤井 侑也 

 

先日、南海電鉄の千代田工場に見学をしてきた。 

普段はあまり乗ることの無い南海電鉄だけど、1 度は見て

みたいと思っていた。 

テスト終了後、大阪上本町駅から大阪難波駅までは近鉄で、

なんば駅から千代田駅まで南海高野線、千代田駅からは徒歩

で千代田工場に行った。 

 千代田工場に着くと、会議室に案内してもらい、説明を受

けた後、学年別に分かれて工場を見学した。 

 建物を出てすぐのところに、サビ果てた連結器が無造作に

置かれていて、「これは何ですか」と聞くと、「これらは廃棄

する物です。良かったら持って帰ってください」といわれ、

すごく驚いた。(もちろん、冗談です。) 

 工場に入ると、6000 系が点検を受けていた。 

6000 系の床下機器や運転台、連結器の電極などを見せても

らった。 

 更に奥に進むと、車体がボロボロのラピートがいた。 

聞くと、これは元々、スターウォーズのラッピング車両だっ

たらしい。 

他にも、7000 系の試運転などを見せてもらった。 

 僕は、今回この見学に参加して、南海電鉄の安全性や知識

について学ぶことができ、とても満足している。これからも

このような企画があれば、また色々なことを学びたいと思っ

た。 

 最後まで見て頂き、ありがとうございました。 
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初めての体験 
          中学二年Ｂ組 山口 文太 

 
 僕は今回、初めての工場稼働時の工場見学ということで、生では見

たことがない作業風景がどのようなものか楽しみにしていました。 

千代田工場に到着してから１０分～１５分位の説明を聞いてから工

場を見学しました。午後からの見学の為、工場内がとても暑くなって

しまいました。 

僕が工場見学の中で印象に残っているのは、スターウォーズのラッ

ピングをはがしている最中のラピートの運転室にはいらせてくれた

ことです。まず入ることのできない運転室の中にいけるだけでも嬉し

いのに、ラピートの運転室に入ることができて嬉しかったです。部屋

の中は人が７人入れる位でした。 

工場が稼働しているときの見学は、鉄道研究部にはいっておかない

といけないとできないと思いました。二学期もあるというので楽しみ

にしていたいです。 
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南海 千代田工場 見学会（７/11）  
                   中２C 山元 敦喜 

 

1 学期に１回行われる車両工場見学の記念すべき第一回目は、南海千代田工場

となった。 

期末テストも終わって千代田工場を見学する日。学校から徒歩と電車で千代田

駅に行き、そこから疲れた体を引きずりながら南海千代田駅から千代田工場へ歩

いていた。体が疲れているせいか千代田駅で先生からӧ̈ ›ḹ と聞い

ていたが、とても遠く感じられた。 

ようやく千代田工場につき、涼しい部屋で座って待っていると、千代田工場な

どについての説明があった。特に印象に残っている話は、「全般検査」の話である。

「全般検査」とは、８年を超えない期間で行う検査のことである。主要な部分は

細かく分解するのでとても時間がかかると思った。また、その話は車の車検を例

にとって話をしてくださったので、とても分かりやすかった。 

いよいよ工場見学の時間となり、案内してくださる人についていった。僕はこ

の工場見学で感動したことが 3つ（他にもあったが特に 3つ）あった。1つ目は、

台車を外された車両が並んでつりさがっていた光景を見たことだ。僕は、今まで

車両工場にさえ行ったことがなかったのでとても感動した。2 つ目は、皆さんお

馴染み？の特急ラピート『スターウォーズ/フォースの覚醒号』が置かれていたこ

とだ。（その時は、元のラピートに戻しているところだった。）『フォースの覚醒号』

の車体は、前方以外の全てをシールで列車をデザインしたそうだ。けれどもラ

ピートの特徴のある前方部分は本当の塗装（青）が施されていた。だから青と黒

が混ざっている塗装の違いに少し違和感があったが迫力があり、かっこよかった。

3 つ目は廃棄される予定の車輪が置かれていて、タイヤのすり減りの何ｍｍの世

界で廃棄か継続使用と聞いて，とても乗客の安全を考えているということが分

かった。最後に質問タイムが設けられそして、南海千代田工場見学会は終わった。 
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－ 南海電鉄千代田工場 見学記 － 
清風中学鉄道研究部 中 2Ð 川添弘憲 

いざ千代田工場へ 

 2016 年 7 月 11 日、僕たち鉄道研究部員は、大阪河内長野市に位置する南海電鉄千代田工場を

見学しました。日常生活では目にすることができない、様々な様子を見ることができ、 

とても大切な経験をしました。今から、そこで学んだ事を報告します。 

 そもそも千代田車庫は、天下茶屋の車庫を移設してできた車庫です。千代田車庫では協力会社

の社員も合わせると、約 200 人が毎日懸命に働いています。 

 ここでは、南海本線と南海高野線で使う 700 両もの電車の中から一年間に 160 両検査していま

す。検査する車両の対象は、前回の検査から 4 年以上経った車両、または走行距離が 

60 万ｋｍを超えた車両です。走った距離を正確に記録して、計画的に車庫にもってきてしっかり

と検査します。 

定期検査の内容 

1 日目 車庫に入場。そして留置。 

5 日目 電車と台車を切り離す。その時、35t まで持ち上げられるクレーンを用いる。切り離しの

時には 5 人 1 組でチームを組む。 

6 日目から 10 日目 台車・車体・パンタグラフ・制御機器に分かれて検査する。 

11 日目から 13 日目 検査した部品を組み立てて、編成テストを行う。車内の蛍光灯やドアの開

閉などがしっかりと機能するかどうか検査する。 

14 日目 試運転を行う。千代田工場と高野線の堺東駅の間を走らせ、加減速・緊急時の安全装置

をチェックする。そして、出場。 

 このように丁寧にチェックすることで、毎日の安全が守られています。また車両を長い間使う

ことができるのです。 

その他に分かったこと 

ü 特急ラピートのラッピングは、車体の前面は色を塗るが、客室部側面はシールを貼る。 

ü 南海電鉄最古の車両は、1962 年に高野線に登場して半世紀以上走っている 6000 系。し

かし、今なお走り続けている。半世紀以上走っている電車はかなり少ない。 

ü 南海高野線の橋本から極楽橋の間は、急な勾配とカーブが連続するため、20ｍ級車体で

は難波から橋本までしか走れない。そこで、強力なモーターを積んだズームカーという

17ｍ級車体の中型車が運用されている。 

千代田工場の見学  

 中学２年Ｅ組 桜井 洋輔 

 

僕たちは、７月１１日に南海千代田工場の見学に行きました。千代田工場は、

千代田駅から思っていたよりも遠かったです。千代田工場では、工場についての

説明を受けてから工場内部の見学を、させていただきました。千代田工場には車

両の部品の塗装をする施設や各部分の整備、点検をする施設、車両を止めておく

ための車庫など様々な部分がありました。点検をする施設では車両のモーターな

どを、見せていただいたり２編成を１編成にした時の空気の送り方や信号の送り

方などを、教えていたりしました。さらに、車庫には前にスーウォーズの塗装の
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されていたラピートがありました。そのラピートは運転席の部分だけが黒かった

ので聞くとスターウォーズの塗装は、運転席の部分だけが塗装で後の部分はすべ

てラッピングだとおっしゃられたのでとてもびっくりしました。そしてそのラ

ピートの運転席に入らせていただいて運転席の高さにびっくりしました。このよ

うな様々な体験が出来てとても良かったです。次の、工場見学も楽しみです。 
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南海千代田工場                                             
中学 3 年Ｅ組小林 和寿輝 

清風中学校に入って初めてのクラブでの車庫見学。僕は、阪神電車の尼崎車

庫は行ったことがあったのですが南海電車は初めてで、阪神電車と違い特急料

金の必要な特急を所持しているので、とても楽しみでした。         

 千代田工場に入ると、まず工場の人による説明がありました。説明が終わると

工場見学スターーーーート!!  

 今年の 5 月 8 日（日）まで難波～関西国際空港を走行していた、特急ラピート

（STARWARS ver）の塗装をはがして元の青色にしていました。普段、あまり見る

ことのできないラピートの連結器のカバーが外れていました。僕はカメラに収め

ようとしましたが、メモリーカードの残量が少なく、お預けになってしまいまし

た。（涙） 

 3000 系の連結器が外れたものや 6300 系や 6000 系のシートが外れたものもあ

りました。中でも特に興味を持ったものは、6000系の表示幕が『救援』になって

いたことです。普通は列車種別と行き先が書いているので、（回送、臨時を除く）

珍しいので写真を撮りました。 

 阪神・阪急は日常的に使いますが、南海電車はたまにしか使わないのでとても

いい経験になりました。 
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清風学園・鉄道研究部南海電鉄千代田工場見学 
                                中 3 E 塩山 敬也 

７月 11日この日、僕にとって 2 回目の千代田工場見学となりました。 

1 回目は、小学 2 年生のときです。このときは、電車内のドアのしくみや、洗

車体験などをさせてもらった覚えがありますが、今回は鉄道研究部の部員として

の千代田工場見学は、中までみせていただいてさらに本当に仕事をされていると

ころにお邪魔していろいろとみせていただくのは今回が初となります。 

さて、千代田工場の中を見せてもらったときに 1 番最初に目に飛び込んで来た

のが色褪せたラピート。これは、少し前に「スターウォーズフォースの覚醒」の

ラッピングがなされていた編成で全般検査中でした。（全般検査とは、車両の主要

部分や全ての機器類を外して、細部まで検査を行うことである。）車輪の添削や台

車の検査コンプレッサーなどの機械類も多数見ることが出来ました。さらに驚い

たことは、全般検査を受けている車両が「救援」の方向幕を出していたことでし

た。これは、長いこと車両を置いておくため普段使うような方向幕を出している

と劣化して使えなくなるそうです。そのため普段使わないような方向幕を出して

いるそうです。 

今回この見学を通してこの方たちのおかげで列車が安全に運行されているん

だということがよくわかりました。とても勉強になりまし

た。南海電鉄千代田工場の皆様ありがとうございました。 

 

右の写真はスターウォーズフォースの覚醒号終了後の塗

装を剥がしたり検査をしたりしているところです。こうし

てラピートの連結器が見えていることはなかなか無いこと

だと思います。 
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南海電鉄千代田工場見学 
中 3―E  中村 匡孝 

 

7/18、僕等は南海電鉄の車両工場見学に行きました。 

 学校から近鉄、南海を乗り継ぎ難波から 23 個目の千代田駅で降り、20 分程度歩いて

車両工場に行き着きました。この工場には、イベントで 2008 年に行ったことがありま

すが、ほとんど覚えていないので今回はちゃんと目に焼き付けてきました。 

 工場の方の千代田工場の概要を聞くと、班に分かれ、見学を開始しました。 

 まず車庫の手前に、新品の車輪が大量に置かれていました。車輪なので当然鉄製の

為、ものすごい重量だそうです///こんなに白い車輪(新品だから)は見たことがなかった

です。そしていよいよ車庫に入ると、なんとこのあいだまでスターウォーズの黒い塗装

がなされていた、ラピート(第 5 編成)が車体の半分塗装が青に戻された状態で工事中で

した!!また、車内や制御機器も更新されたようなので今後、他の編成も更新されるのか

楽しみです。そして車両工場以外ではほとんど機会がない、ラピートの正面の写真も撮

ることができました。さらに工場の奥に向かうと、50 年モノの古い通勤車両が何本も

入っていました。工場の方によると、「さすがに 50 年も経てば古い車両の交換用部品を

作ってくれる会社がなくなってきた」とのことです。新しい車両もいいですが、なんと

か古い車両も残ってほしいものです。 

つづいて、機械を分解して一つ一つ部品を検査していく区画に行きました。すると、

1 つの大きな機械が置いてありました。それは、電車から取り外した制御機器(同じく

50 年モノで古い)で、普段乗車中は床下からしか聞こえない音が目の前で聞けた上に、

その動作部分も目の前で見られてよかったです。古くてもまだまだ動きそうな活き活き

とした動きでした。2 階では、コンプレッサーと言われる空気圧縮機を分解・しゅうり

していました。電車は、ブレーキをかけるにもドアを開閉するのにも空気が必要です。

こちらもネジ 1 本 1 本点検されていてすごいなと思いました。上記の様に欠かせないも

のだけあって、すごく複雑な部品なのに素晴らしい技術だな、と思いました。 

そのほか駅員さんに聞いてもわからない、メカの質問も沢山出来ました。行ったかい

がありました。 

終 
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南海車両工場見学 
      １年六か年Ｅ組 山口大智 

 

 ７月１１日に、僕が小さいころからずっと好きだった南海電鉄の車

両工場を、見学することができた。まず工場についた後、工場の方々

の話を聞き、４班に分かれて工場内を、見学した。僕が、１番好きな

南海の車両は、南海本線の７１００系なのでこの工場に来るまでの区

間急行ですれ違った７１００系の試運転の返しが見学中に来たので

テンションがＭＡＸになった。そのあと８０００系が工場に入ってい

く様子や、６３００系の滅多に見れない幕など見れて、とても貴重な

体験をすることができてよかった。この工場に行ったときまだリ

ニューアル中だったラピートがもともとは、ＳＴＡＲＷＡＲＳの車両

だったのでそれには、驚いた。今度リニューアル車に乗ってみたいと

思った。 
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南海千代田工場見学レポート 
1六H 木下真志 

 今回、南海電鉄の千代田工場に清風鉄道研究部の工場見学という形で初めて

見学させていただきました。これは、僕が鉄道研究部に入ってから初めての工

場見学でした。普段、鉄道会社の工場の見学というのは各社の鉄道祭りの時ぐ

らいしかできず、さらにその時はだいたい休日なので工場の作業は停止してい

ます。しかし、今回は平日ということで、作業をされている中での見学となり

ました。 

 見学は学年順に４つの班に分かれて見学しました。見学は、まず建物内の見

学から始まりました。建物内にはついこの間まで「スターウォーズ」のラッピ

ングをしていた50505Fが入場中でした。ここで、ラピートのラッピングについ

て言うと、ラピートのラッピングは、先頭車の側面・中間車においてはシー

ル、そして先頭車の前面はなんと塗装しているそうです。まさか塗装している

とは思いませんでした。この時、50505Fはすでにラッピングが剥がされ、塗装

も剥がされていました。続いて奥へ進むと、6000系も入場していました。さら

にここでは、全般検査中の車両から取り外した台車・車輪・連結器などの間近

で見られない部品などをを見せていただきました。そして、千代田工場に来る

途中にすれ違った7157Fの試運転が帰ってきたということで、建物内から外に出

ました。そこでは、本線試運転を終えた7157Fが入れ替えをしており、さらに工

場内での試運転の様子という貴重な１枚の写真をカメラに納めることができま

した。僕はこれだけで満足でした。しかしこれだけでは終わりませんでした。

試運転を終えた7157Fは入れ替えをし、建物内に入ってきました。ここで、塗装

を剥がした50505Fとの並びも見ることができました。もう大満足でした。しか

し、残念ながらここで時間が来てしまったというで、集合場所に戻ることにな

りました。この後、南海の方々が質問の時間を設けてください、様々な質問を

することができました。 

 今考えるとあっという間でしたが、とても充実した時間でした。また機会が

あれば行かせていただきたいです。南海千代田工場の方々、ありがとうござい

ました。 
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    南海電鉄千代田車庫見学レポート 

清風学園鉄道研究部 高２六Ａ 二階亮輔 

2016年７月11日、私たち鉄道研究部は、大阪府河内長野市にある南海千代田車庫見学

を行った。普段見ることのできない稼働中の工場の様子などを目にすることができたの

で、非常に有意義な見学だった。ここでは、この車庫見学で分かったことなどを報告す

る。 

まず南海千代田車庫は、もともと天下茶屋にあった車庫を移転したものであって、委

託先の社員も含めて約200人の人が働いている。 

ここでは南海本線、高野線の車両の重要部検査や修理、改造工事などをしている。検

車区で実施される定期検査は、10日～３か月に１回の部分的な検査であるが、工場で行

われる重要部検査（４年以内または走行距離60万Kｍ以内）や、全般検査（８年以内）

は、列車を部品ごとに分解して行われる大規模な検査であり、車輪の交換や台車の点

検、車体塗装などの作業をする。 

運ばれてきた車両は工場のなかでは自力で動けないので、トラバーサーで移動させ

る。車体と台車の切り離しは、クレーンを用いる。（このとき使用されるクレーンは35

トンの重さまで耐えられる）切り離された車体は並べられ、屋根上から床下や車内の作

業を行い、台車などの部品は、専門スタッフによって、丁寧に整備される。 

最後にすべての機能が正常に動くかのチェック、試運転を実施、このように日々検査

をして、列車の安全運行を支えているのである。 

 その他車庫見学で分かったこと 

¶ ガンダムやスターウォーズ、ピーチのデザインのラピートの塗装は、車両正面部分

は直接色を塗っていて、客室部分の両サイドはラッピングをしている。 

¶ 現在、南海電鉄で最も古い車両は6000系である。（1962年登場 高野線用） 1編成

たりとも廃車されておらず、50年を超えて同一線区を走行しているのは非常に珍し

い。 

¶ 南海高野線 橋本～極楽橋は、急カーブや50‰の急こう配が連続するため、難波～

橋本 運用の１両20ｍ級の車両では走ることができない。そのためズームカーと呼

ばれる強力なモーターを搭載した１両17ｍ級の中型車両が使用されている。 
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千代田工場見学 

高校2年理数科B組 森地拓海 

 

私たち清風鉄道研究部は７月１１日に南海電鉄の千代田工場に見学に行った。 

工場の門をくぐると広い職員用の駐車場、そして留置線に止まっている新車の８

０００系が目に飛び込んで私たちはこれからの見学に期待を膨らませた。まず、

職員の方による講習会が始まった。ここでは見学に当たって見どころや注意する

ことを教えてもらった。 

全員を４班に分け見学が始まった。高校生集団の４班は歩いて数分で検車庫に

到着した。ここでは南海高野線に所属する車両に限らず南海本線の車両の修理、

改造を行っている。間近にいる留置線の８０００系に気をとられ検車区の中にい

る５００００系ラピートに私たちはなかなか気づくことができなかった。ラピー

トは塗装が剥がされ、あまりにボロボロだったのでこれから廃車になるのでは？

というレベルであった。スターウォーズとコラボした黒い車体の塗装を剥がす作

業中だったのでそう見えたのである。ここで担当の方に運転台以外の部分はラッ

ピングで、運転台は独特な曲がり方をしているのでラッピングが貼れない、とい

うことでここの部分だけペンキで塗装した、と教えてくれました。私は全ての部

分をペンキ塗装していると思っていたので聞いた時は驚いたが少しでも塗り替

え作業を効率よくする知恵だと感心した。また台車の下の部分が検査のために抜

き取られていたので普段見ない姿に感動した。 

奥に進むと６３００系のトップナンバー６３０１を含む編成が台車を外され

た状態で検査を受けていた。幕は救援にしてあったのだが、これには理由があり

普段使っていない幕を使えるかどうか検査しているとのことだった。上には車体

を吊り上げる３５トンクレーンがあったが私たちの見学中には動かなかった。 

さらに進むと車両の心臓部分である車輪、インバータ制御機、パンダグラフ、台

車などがパーツごとに分かれて検査していた。ここには素人目では到底判別でき

ない数のボルトやレンチが置いてあり、作業員の方がせわしなく動いていた。車

輪を研削した鉄くずやこれ以上研削出来ないがために捨てる車輪、壊れた連結器

など廃品もあり、欲しいなあと思った。 

さて、外の留置線では動きがあり、７１００系が検査入場するために着々と準

備が進められていました。自走で入れ替えをしてゆっくりと、ラピートの横に停

車し、私たちはあたかも新車が運用に入った日ではないか？というぐらいに騒ぎ

ながら横一列に並んで撮影しました。 

留置されていた８０００系は翌日南海本線で運用に入るために自走で入れ替

えをしていました。この車両が入ることによって世代交代が進んでいくのだと思

うと、８０００系、８３００系の登場で大きく南海が変わることに一層間近で触

れられたのだと感じる。 

この千代田工場に来て、鉄道祭り等のイベントでは絶対に見ることのできない、

生の現場に立ち会えたことが私はうれしかった。次の機会があるのならば南海電

鉄に限らず数多くの電鉄会社の工場を見学していきたい。 
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南海千代田工場見学レポート 
 

              高２ 理数科Ａ組 平賀 龍哉 

 

 今回、学校から南海千代田工場に見学に行かせていただいたのですが、この千

代田工場というのは１９８２年まで使われていた天下茶屋工場和移転してでき

たものであります。そして、この千代田工場では南海電鉄における高野山ケーブ

ルと呼ばれる鋼索線を除く全車両を整備しているということです。 

 

 次に工場内の様子についてです。工場の建物としては、感じた限り大して大き

くはありませんでした。ただ、その建物の中に整備に必要とされる数多くの設備

が設置されていました。まず、屋根付きの３線程度の車庫のような場所がありま

した。そこでは、車両の編成の分解や床下機器の取り外しが行われており、床下

機器の取り外しのため、車両下部が低くなっていました。見学した時には、２か

月前まで運行されていた特急ラピート スターウォーズ ラッピング編成が改

造工事を受けており、バラバラにされたラピートの編成の姿や連結器の出された

姿、真新しいＶＶＶＦインバータ装置を間近で見ることが出来ました。 

そして、その整備線の奥には塗装を行う部屋があり、大規模に塗装変更を行う

機械が設置されていました。その横側には編成を解かれ、台車、床下機器を外し

て台の上に載せられていました。見学したときには、ほぼすべての車両が床下の

整備を終えており、低い代から高い台へと移され、ドア装置の整備を行っていま

した。それら車両整備の後ろ側では、床下の機器、台車といったものの整備が行

われていました。そういったことをする上で特に目を引いたのは、台車洗浄装置

で、汚れた台車をそのままほんの数分で洗浄できるという装置でした。そのほか

にも、横には分解されたパンタグラフ、車輪の削りかす、通電検査を受けるコン

デンサなどが置かれており、鉄道車両において整備される部品のほとんどを見る

ことが出来ました。 

 最後に見せていただいたのが、工場の横に設置されている試運転線です。試運

転線はそのまま本線と直結しており、試運転を行う際はここから堺東駅までを往

復するそうです。ちょうど千代田に来る際にすれ違った試運転されていた 7100

系 4 両が工場に戻ってきたところで、普段では見られない角度で整備の完了した

車両を見ることが出来ました。余談にはなりますが、工場見学から帰る際に、工

場に止まっていた 8000 系の出場回送を新今宮駅で見ることが出来ました。 

 

今回の工場見学で普段では見ることのできない一面を見ることが出来、当たり

前のことが行われるのには、このようなことが行われているのということを改め

て感じ、そして大変感動しました。 
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█  
高校 2 年 沼田 恒範 

 

いきなりですが温度が上がると物質や気体の体積は増えますよね。 

 

固体では分子間の距離が増大して、膨張し、一般的に 次のような関係が成り立ちま

す。 

 

ЎЉ ‌flὸ…① 

(ЎЉ 伸び Í，fl 元の長さ Í，ɻ 線膨張率，Ô 温度差 +) 

 

さて、線路の話に入りたいと思いますが線路は別名鉄路。文字通り鉄が主成分ですよ

ね。 

線膨張率というのは物質ごとに異なり決められており 1K(温度差)あたりの伸び率を表

しています。鉄の線膨張率はというとρςρπらしいです。簡単に言うと鉄の線膨張

率は 0.000012 ということです。 

線路にはいろんな長さのものがありますがここでは一般的な 25m のもので考えてみ

ましょう。 

①に数値を代入すると、ЎЉ ρςρπ ςυὸとなります。よって、仮に 20℃で

25m とすると夏場の 35℃の時は 0.0045m すなわち 4.5mm 伸びていることになります。

わずか 4.5mm と思う人もいるかと思いますが冬と夏の差が 25℃を超えるところは日本

では珍しくありません。このときの線路の長さの変化は…7.5mm となりますね。 

しかもこれはあくまで 25m 線路の話ですので、長い線路になると 1cm を超えるかも

しれませんし、あくまでも今は気温で計算してたので直接日があたる地温はもっと高い

わけですからかなり伸縮しそうですね。 

これによって作られているのが線路のつなぎ目の隙間ですね。この隙間が狭すぎると

膨張により線路が歪んでしまうし狭すぎると収縮によって外れたり車輪への影響が大き

くなり振動の被害にもつながりかねます。 

なにげなく聞こえてくるガタントンという音ですがこういう背景があるんですね。 

こういうのを調べていくと、改めて鉄道の技術の高さ、素晴らしさがわかりますし、

個人的にはとてもおもしろいですよね。鉄道業界はこういうところでも乗客の安全を

守っているとても大変で繊細なものですね。 

 

 

実例としては 2007 年 8 月に東武東上線で線路が最大 5cm 膨らんだことがあり、大阪

でもニュースで見た記憶があります。勿論その時は人の手で水をかけて冷やして直した

そうです。なお当時 38.5℃を記録されていたそうです。 

これを書いた僕自身もまだ詳しく授業でしたわけではなく、インターネットで調べて

いるだけですのでいくつか間違いなどがあるかもしれませんがご了承ください。 
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あとがき 

 

どうも、代理編集長兼自称阪堺線えびす町方面利用促進協会会長の平賀です。

今回は本チャンの編集長様が合宿においでませんでしたので、私が編集長をして

おります。合宿来ないならなんで編集長になったんでしょう・・・ 

そういえば、今回の表紙いかがでしょうか？職人様が表向き来なくなりまして、

私も LINEcamera なんてやってませんので再び手書きに逆戻りです。だからっ

て、なぜ書道何だよ！とか思った人には一言、 

ただやってみたかったから です。 

さて、今回の合宿から 2 泊 3 日になったんですね。短くなったなりには短いな

りに皆さん楽しそうにしてましたよね。まあ、どこぞの班の一部は 3 日という期

間に我慢できず 18 時に新大阪に帰ってきて、その 2 時間後にムーンライトなが

らで再び東京に戻るとかいう離れ業をしておりましたねえ・・・私にはそんな根

気ありません。 

東京に行って自由行動で山手線に乗りましたが、まあ大阪環状線とは全く違い

ますねえ。車両は新しいし、全自動放送ですべてのドアの上に液晶画面がついて

いましたので、なんか圧倒的に遅れているなあと感じました。かくいえ、そんな

大阪環状線にも新型の 323 系が導入されるということです。最近は、環状線で深

夜に試運転しているそうですね。・・・いやいや、私はそんな夜更けに見に行って

ませんよ！！自分が幼い時から乗っている 103 系がなくなってしまうのは寂し

いですが、環状線がこれからどう変貌するのか非常に楽しみですね。 

それではみなさんさようなら～ 

 

                         2016 年 9 月 平賀龍哉 
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